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民 主 と の 対 決 強 調 自民県連・国会議員

駿
自

螂断
吸
日

ら

３０一一
稀
鞭
一
腱
権
出軸懸

首
長
と
意
見
交
換

自
民
党
県
連
は
３０
日
、

松
山
市
道
後
姫
塚
の
に
ぎ

た
つ
会
館
で
、
県
内
市
町

長
と
の
国
政
に
関
す
る

意
見
交
換
会
を
開
催
。
首

長
か
ら

「政
治
空
自
」
の

打
開
に
向
け
、
民
主
党
な

ど
と
の
大
連
立
を
求
め

る
声
が
出
た
が
、
自
民
サ

イ
ド
は

「
子
ど
も
手
当
な

ど
バ
ラ
マ
キ
を
撤
回
し

な
い
と
筋
が
通
ら
な
い
｝

と
対
決
姿
勢
を
強
調
し

た

　

　

　

．

自
民
は
原
発
再
稼
働
を

め
ぐ
り
迷
走
す
る
菅
政

権
へ
の
不
満
を
吸
い
上

げ
、
次
期
衆
院
選
で
政
権

担
当
能
力
や
政
策
立
案
機

能
を
一不
し
た
い
者
４

菅

直
人
首
相
に
よ
る
早
期

の

扇

原
壼

蟹

楯

え
る
狙
い
も
あ
り
そ
う

だ
。市

町
長
と
は
民
主
県
連

も
１０
日
に
地
域
政
策
会
議

を
開
い
て
お
り
、
次
期
衆

院
選
を
に
ら
み
ヽ
二
人
政

党
に
よ
る
綱
引
き
が
激
し

さ
を
増
し
て
き
た
。

３０
日
は
自
民
か
ら
県
選

出
の
衆
参
議
員
４
人
と
清

家
俊
蔵
県
連
幹
事
長
、
首

長
は
愛
南
町
を
除
く
１９
人

が
出
席
。
市
長
会
と
町
村

会
に
分
か
れ
、
非
公
開
で

意
見
交
換
し
た
。

夏

貪

２

辱

二

西
予
市
長
は

「分
権
と
い

臭ヽ

馨

藝

仲
串

、
国

は
地
方
の
声
を
無
視
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
」
と
主

張
。
合
併
特
例
便
の
適
用

期
間
延
長
な
ど
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
た
。

「ぶ
鷹
塞
召

に
つ
い
て

思

案

２

程

を

懸
念
。
安
全
対
策
を
地
元

住
民
に
説
明
す
る
よ
う
政

府

。
与
党
に
働
き
掛
け
る

と
理
解
茅
素
献
〓
亀

縣

貪

磐

髄

松
前
町
長
は
、
東
日
本
人

震
災
の
復
興
財
源
に
関
し

コ
四
日
本
へ
の
交
付
税
な

ど
を
削
っ
て
充
て
る
の
で

は
な
く
、
別
枠
で
」

・望
。

「
い
つ
澤
事
が
あ
っ

て
も
い
い
体
制
で
地
域
の

声
を
聞
き
、
国
政
に
反
映

を
」
と
付
言
し
た

県
連
会
長
の
村
上
誠

一

郎
衆
院
議
員

（２
区
）
ら

は

「国
敏
野
党
だ
が
、
蓄

積
し
て
い
る
経
験
や
人
脈

を
生
か
し
、
地
域
の
た
め

に
応
え
た
い
」
と
述
べ
、

今
後
も
年
２
日
程
度
、
定

例
化
し
た
い
考
え
。

意
見
交
換
会
は
当
初
３

月
の
言
得
ち

た
が
、
東

日
本
△
舞
蓉
り
葬
〓
を
受

け
延
期
し
て
い
た
。


